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令和３年度施策評価シート　（評価対象年度　令和２年度）

施策名 【１１】まちの文化遺産の保全 評価番号 3-4-11

基本計画
基本方針 【３】誰もが夢を持ち輝き続けるまちづくり

基本施策 【４】参加しやすい文化・スポーツ環境の整備

施策の方向

〇歴史民俗資料館の整理，保存，展示の充実に努めます。
〇県・町指定文化財の保護と継承を図ります。
〇ふるさと利根町の歴史に関する事業を推進します。

主な取組 ①歴史民俗資料館の資料展示の充実

取組内容

　歴史民俗資料館では，歴史資料の収集，保管を実施しました。
　また，資料を後世に継承するために，臨時職員１名により町に所有している古文書
のデジタル化を推進しました。

　担当課（係） 生涯学習課 社会教育係

　担当課（係）
生涯学習課【生涯学

習センター】
庶務係

構成事業

事業名（取組名） 評価 事業名（取組名）

２ ５

３ ６

評価

１ 資料館管理事業 現状維持 ４

評価

１ 利根町地固め唄保存会補助金 現状維持 ４

主な取組 ②「利根町地固め唄保存会」への支援

取組内容

　県指定無形民俗文化財である，利根川の堤防工事の作業唄「利根町地固め唄」の適
正な伝承と保存を行うため「利根町地固め唄保存会」へ補助金を交付しました。

構成事業

事業名（取組名） 評価 事業名（取組名）

３ ６

２ ５

評価

１ 文化財保護保存事業 現状維持 ４

主な取組 ③ふるさと利根町をテーマとした歴史講座の開催

取組内容

　古き良き利根町を再発見し地域に愛着が持てるように，歴史講座を開講しました。
歴史関係の講座は，２講座で５回開催し延べ９８名の参加がありました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため回数・参加人数を減らして開催しました。

構成事業

事業名（取組名） 評価 事業名（取組名）

３ ６

２ ５



●事業費　～ＤＯ②～

●評価　～ＣＨＥＣＫ～

●改善　～ＡＣＴＩＯＮ～

評価

１ 歴史ボランティアの養成事業 改善 ４

主な取組 ④歴史ボランティアの養成

取組内容

新型コロナウイルス感染拡大防止のため，歴史講座は例年より開催回数も減にまり，
ボランティアの養成はできませんでした。また，企画展の開催もできませんでした。

構成事業

事業名（取組名） 評価 事業名（取組名）

３ ６

２ ５

円 1,098,720 円

7　報償費 112,000 円 100,000 円 27,300 円

1　報酬 946,680 円 973,530

平成３０年度（実績） 令和元年度（実績） 令和２年度（実績）

76,436 円 112,912 円

10　需用費 715,826 円 552,081 円 650,748内
訳

円

受益者負担金

円

その他 286,861 円 378,479 円 373,478 円

12　委託料 701,352 円 709,696 円 714,340

円

11　役務費 42,631 円

円

円 円

円

財
　
源

主な歳入の科目 平成３０年度（実績） 令和元年度（実績） 令和２年度（実績）

内
訳

国支出金 円

事業費　計 2,805,350 円 2,790,222 円 2,977,498

支
　
出

主な歳出の節

県支出金 円 円

円

その他 円 円 円

地方債 円 円

円 円

円

事業費　計 2,805,350 円 2,790,222 円 2,977,498 円

一般財源 2,805,350 円 2,790,222 円 2,977,498

今
後
の
方
向
性

「利根町地固め唄」の適正な伝承と保存を行うため事業を継続していく必要があります。
 　古文書のデジタル化は，時間を要するが歴史的な財産を後世に残すため，必要と考えてま
す。
　歴史講座についても，受講者のニーズや講座内容を見直して実施していくことが必要だと考
えます。また，参加者が歴史ボランティアとして活動できる体制づくりも必要と考えます。

進
捗
状
況

現
状
分
析

「利根町地固め唄」の適正な伝承と保存を行うため，「利根町地固め
唄保存会」に補助金を交付することにより技術の伝承や保存に資する
ことができたと考えます。
　古文書のデジタル化については，資料の蔵書が膨大であることや，
取り扱いに慎重を期すため時間が必要と考えます。
　講座については，概ね募集人員を満たしており好評で，継続して受
講されている人も見受けられます。

順調

概ね順調

やや遅れている

遅れている


